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五　

号

196

五
二

　
　

は
じ
め
に

一
、
中
村
宏
氏
の
一
九
六
〇
年
代

二
、
中
村
宏
氏
作
成
ノ
ー
ト
に
つ
い
て

三
、
東
京
芸
術
柱
展
に
つ
い
て

四
、
観
光
芸
術
研
究
所
に
つ
い
て

　
　
　

は
じ
め
に

　

東
京
文
化
財
研
究
所
企
画
情
報
部
で
は
、
画
家
中
村
宏
氏
（
一
九
三
二
～
）
が
一
九
六
〇
年
代
に

使
用
し
た
ノ
ー
ト
を
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
の
ノ
ー
ト
は
、
中
村
氏
が
一
九
六
五
年
か
ら
一
九
六
八

年
こ
ろ
ま
で
前
衛
美
術
会
の
事
務
的
業
務
を
遂
行
す
る
上
で
使
用
し
た
も
の
で
、
同
会
の
運
営
に

関
す
る
記
録
と
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
同
会
の
定
例
会
議
の
議
事
録
や
当
時
の
定
期
展
覧
会
の

告
知
は
が
き
、
チ
ラ
シ
、
会
場
写
真
な
ど
が
収
め
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
ら
と
は
別
に
、
ノ
ー
ト
の
冒

頭
に
観
光
芸
術
研
究
所
の
第
一
回
展
で
あ
る
「
観
光
芸
術
多
摩
川
展
」
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
が
挟
み

込
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
資
料
紹
介
と
し
て
、
こ
の
一
冊
の
ノ
ー
ト
の
全
体
像
を
示
し
、
ま
た

こ
の
ノ
ー
ト
に
収
め
ら
れ
た
「
東
京
芸
術
柱
展
」
関
連
記
録
と
資
料
、「
観
光
芸
術
多
摩
川
展
」

関
連
資
料
を
詳
述
す
る
。

　
　
　

一
、
中
村
宏
氏
の
一
九
六
〇
年
代

　

静
岡
県
浜
松
市
で
生
ま
れ
た
中
村
は
、
一
九
五
一
年
に
上
京
し
、
日
本
大
学
芸
術
学
部
に
在
籍

中
に
、
若
い
作
家
た
ち
の
美
術
運
動
に
参
加
し
、
一
九
五
三
年
か
ら
本
格
的
に
絵
画
制
作
に
取
り

組
み
始
め
た
。
中
村
に
と
っ
て
の
一
九
六
〇
年
代
は
、
作
品
制
作
に
お
い
て
は
、
社
会
的
事
件
を

取
材
し
モ
チ
ー
フ
と
し
た
「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
絵
画
」
の
時
代
が
終
わ
り
、《
場
所
の
兆
（
一
）》（
一

九
六
一
年
、
浜
松
市
美
術
館
）、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
（
同
年
、
栃
木
県
立
美
術
館
）
な
ど
の
作
品
を
転
換

点
と
し
て
、「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
絵
画
」「
観
念
絵
画
」
を
展
開
し
て
い
く
時
期
に
あ
た
る
。
ま
た
ベ

ル
ト
ル
ト
・
ブ
レ
ヒ
ト
『
亡
命
者
の
対
話
』（
一
九
六
三
年
、
現
代
思
潮
社
）
な
ど
の
仕
事
を
多
く

手
掛
け
、
一
方
、
後
述
す
る
「
東
京
芸
術
柱
展
」
を
主
催
す
る
前
衛
美
術
会
に
お
い
て
は
、
山
下

菊
二
、
桂
川
寛
ら
一
世
代
前
の
作
家
が
退
き
、
中
村
ら
が
同
会
の
中
心
と
な
っ
て
い
く
時
期
で
あ

る
。

　
　
　

二
、
中
村
宏
氏
作
成
ノ
ー
ト
に
つ
い
て

　

最
初
に
こ
の
ノ
ー
ト
の
形
態
、
移
動
、
内
容
を
以
下
に
挙
げ
る
。

形
態B

5
判
、
九
八
頁
。
貼
り
込
み
資
料
、
挟
み
込
み
資
料
多
数
（
縦
二
五
〇
・
〇
㎝
×
横
一
九
八
・

〇
㎝
×
厚
さ
三
三
㎜
）
製
品
名
、
番
号
：「N

O
T

E BO
O

K

― SPECIA
L M

A
D

E

―
」「S.K

」

「SB50

」（
挿
図
1
）

移
動

　

中
村
氏
か
ら
一
九
九
一
年
頃
に
笹
木
繁
男
氏
に
渡
り
、
笹
木
氏
か
ら
東
京
文
化
財
研
究
所
に
寄

　

贈
さ
れ
た
。

内
容
（
抜
粋
）（
上
か
ら
内
容
、
頁
数
）

 

・
観
光
芸
術
多
摩
川
展
パ
ノ
ラ
マ
図
（
一
九
六
四
年
）	

見
返
（
挟
込
）

・
東
京
芸
術
柱
展
写
真
・
印
刷
物
（
一
九
六
五
年
）	

二
～
九
頁

・
前
衛
美
術
会
事
務
局
記
録
（
総
会
、
委
員
会
、
会
計
記
録
）	

一
〇
～
一
三
頁

・
東
京
芸
術
柱
展
関
連
記
事
、
昭
和
四
〇
年
度
展
覧
会
調
査
表
下
書
き　

	

一
四
～
一
六
頁

・
前
衛
美
術
会
事
務
局
記
録
（
総
会
・
委
員
会
議
事
録
、
翌
年
展
示
プ
ラ
ン
、
綱
領
検
討
メ
モ
）

		


一
七
～
二
一
頁

・
東
京
芸
術
会
議
展
（
一
九
六
六
年
）
関
連
記
録
・
印
刷
物
（
会
合
メ
モ
、
出
品
目
録
請
求
者
、
会

計
記
録
）	

二
二
～
二
八
頁

画
家
中
村
宏
氏
作
成
ノ
ー
ト
に
残
さ
れ
た
記
録
と
資
料

橘　

川　

英　

規

︱
︱　
東
京
芸
術
柱
展
、
観
光
芸
術
研
究
所
を
中
心
に　
︱
︱
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五
三

・
前
衛
美
術
会
事
務
局
記
録
（
総
会
議
事
録
、
会
計
記
録
、
会
員
か
ら
の
書
簡
）	

二
八
～
三
〇
頁

・
東
京
芸
術
会
議
会
場
写
真　

	

三
四
頁

・
第
二
一
回
前
衛
美
術
展
関
連
資
料
・
記
録
（
一
九
六
七
年
）
（
印
刷
物
、
議
事
録
）

		


三
五
～
四
〇
頁

・
「
芸
術
と
革
命
研
究
会
」
関
連
資
料
（
一
九
六
八
年
、
第
六
、
七
、
八
回
）	

四
一
～
四
五
頁

・
（
未
使
用
）	

四
六
～
六
二
頁

 

・
第
二
一
回
前
衛
美
術
展
出
品
者
目
録
（
一
九
六
七
年
）、
第
二
二
回
前
衛
美
術
展
印
刷
物
（
一
九

六
七
年
）、
第
二
声
明
草
案
、
前
衛
美
術
会
封
書
（
一
九
六
八
年
度
会
務
報
告
、
会
員
名
簿
）、「
第

六
回
芸
術
と
革
命
研
究
会
」
告
知
は
が
き
（
一
九
六
八
年
）、
前
衛
展
〝
集
団
個
展
〟
区
画
決
定

図
（
一
九
六
八
年
）	

六
三
頁
（
挟
込
）

・
（
未
使
用
）	

六
四
～
八
六
頁

・
前
衛
美
術
会
々
則　

	

九
〇
～
九
一
頁

・
（
未
使
用
）	

九
二
～
九
三
頁

・
前
衛
美
術
会
名
簿
（
四
種
。
一
九
六
七
年
、
手
書
き
年
月
不
詳
、
一
九
六
三
年
、
一
九
六
六
年
）

		


九
四
～
九
七
頁

 

・
都
美
術
館
改
築
問
題
に
対
す
る
前
衛
美
術
会
の
第
二
声
明
案
、
一
九
六
七
年
前
衛
美
術
会
お
よ

び
前
衛
展
報
告
、
研
究
会
関
連
資
料
綴
（「
芸
術
・
美
術
シ
ン
ポ
ヂ
ュ
ー
ム
」（
一
九
六
二
～
六
三
年
）

関
連
資
料　

	

裏
見
返
（
挟
込
）

　

ほ
か
に
、
岡
山
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
告
知
（
四
四
頁
、
永
岡
博
書
簡
、
一
九
六
八
年
六
月
一
〇
日

付
）、
中
村
宏
宛
近
藤
文
雄
書
簡
（
八
七
頁
）、
中
村
宏
宛
頭
川
政
治
書
簡
（
八
七
頁
）、
前
衛
美
術

会
ニ
ュ
ー
ス
（
八
八
～
八
九
頁
、
一
九
六
五
年
）
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

三
、
東
京
芸
術
柱
展
に
つ
い
て

　

次
に
、
ノ
ー
ト
に
収
録
さ
れ
た
記
録
と
資
料
と
し
て
、
東
京
芸
術
柱
展
の
資
料
を
詳
述
す
る
。

東
京
芸
術
柱
展
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

展
覧
会
名　
　
　
　

東
京
芸
術
柱
展

会
場
・
会
期　
　
　

東
京
都
美
術
館　

彫
塑
室
、
一
九
六
五
年
七
月
二
日
～
一
〇
日

主　

催　
　
　
　
　

東
京
芸
術
柱
委
員
会
・
前
衛
美
術
会

形　

式　
　
　
　
　

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
制
。
展
示
の
方
法
は
後
述
。

出
品
者
（
点
数
）　　

六
一
名
（
一
二
一
点
）

入
場
者
数　
　
　
　

四
〇
三
名（

（
（

　

東
京
芸
術
柱
展
関
連
資
料
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

①
〝
東
京
芸
術
柱
〟
招
待
状　

　

は
が
き
（
一
〇
㎝
×
一
四
・
八
㎝
）、
一
枚
（
挿
図
2
）。
展
覧
会
の
趣
旨
、
会
期
、
会
場
、
連
絡

先
が
記
さ
れ
て
い
る
。
展
覧
会
の
趣
旨
は
以
下
の
と
お
り
。
連
絡
先
は
中
村
の
自
宅
。

　

美
術
作
品
は
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
を
と
ろ
う
と
作
り
手
か
ら
送
り
出
さ
れ
る
時
は
、
い

つ
こ
の
タ
ブ
ロ
オ
で
す
。
展
覧
会
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
場
合
で
も
こ
れ
ら
い
つ
こ
い
つ

こ
の
タ
ブ
ロ
オ
た
ち
の
無
自
覚
な
ら
列
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

挿図 1　中村宏氏作成ノート
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五
四

　

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
こ
に
着
目
し
自
覚
的
な
展
覧
会
に
代
え
て
ゆ
く
た
め
に
展
覧
会
の
形

式
だ
け
を
逆
説
的
に
利
用
し
、
一
本
の
柱
に
タ
ブ
ロ
オ
た
ち
を
集
合
さ
せ
柱
そ
の
も
の
を
巨

大
な
タ
ブ
ロ
オ
と
見
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
展
覧
会
＝
タ
ブ
ロ
オ
→
柱
と
考
え
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

こ
の
柱
を
名
付
け
て
〝
芸
術
柱
〟
と
呼
び
ま
す
。
一
点
の
タ
ブ
ロ
オ
か
ら
集
合
の
タ
ブ
ロ

オ
、
芸
術
柱
へ
―
と
云
う
わ
け
で
す
。

誠
に
興
味
あ
る
企
て
を
御
観
賞
下
さ
い
。

②
東
京
芸
術
柱
・
展　

参
加
規
定

　

四
五
・
二
㎝
×
二
七
・
二
㎝
、
一
枚
。
前
記
の
招
待
状
に
も
記
さ
れ
た
趣
旨
の
あ
と
に
、
参
加

規
定
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

参
加
作
品
は
新
作
と
も
限
ら
ず
、
新
旧
を
含
め
て
タ
ブ
ロ
ー
参
加
の
意
義
を
有
し
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
共
同
制
作
で
は
な
く
、
ま
し
て
今
ま
で
の
よ
う
な
一
枚
一
枚
の
タ
ブ
ロ
ー
の
ご
開

帳
で
も
な
く
、
と
い
っ
て
、
安
易
な
タ
ブ
ロ
ー
否
定
で
も
な
い
、
ま
っ
た
く
新
し
い
展
覧
会

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
文
章
と
と
も
に
、芸
術
柱
の
構
造（
横
四
ｍ
、縦
四
ｍ
、高
さ
八
ｍ
）の
図
が
あ
り
、出
品
料（
一

五
〇
〇
円
、
原
則
一
人
三
㎡
を
割
り
当
て
）、
出
品
す
る
う
え
で
の
注
意
事
項
（
芸
術
柱
の
壁
に
取

り
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
立
体
作
品
も
受
け
付
け
る
な
ど
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。

③
参
加
者
名
簿
］

　

三
一
・
一
×
一
八
・
六
㎝
、
一
枚
。
参
加
者
名
簿
に
は
、
井
手
則
雄
、
入
江
比
呂
、
植
竹
邦
良
、

立
石
紘
一
（
後
の
タ
イ
ガ
ー
立
石
）、
鈴
木
慶
則
、
小
池
一
誠
、
奥
田
善
己
、
松
沢
宥
ら
の
名
前
が

見
ら
れ
る
。
こ
の
名
簿
の
出
品
者
番
号
39
以
降
の
部
分
は
、
後
で
貼
り
付
け
た
よ
う
な
か
た
ち
と

な
っ
て
い
る
。

④
会
場
写
真

　

手
札
サ
イ
ズ
（
七
・
五
㎝
×
一
一
・
〇
㎝
）、
二
枚
。
こ
の
展
覧
会
は
い
く
つ
か
の
メ
デ
ィ
ア
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
（
（

。
た
だ
、
会
場
の
様
子
を
伝
え
る
記
事
は
少
な
く
、
こ
の
ノ
ー
ト
に
収
め

ら
れ
て
い
る
カ
ラ
ー
写
真
は
、
こ
の
展
覧
会
を
知
る
上
で
の
格
好
の
資
料
で
あ
る
。

⑤
記
録

　

先
に
述
べ
た
よ
う
な
印
刷
物
や
写
真
の
ほ
か
に
、
前
衛
美
術
会
の
会
議
記
録
が
、
中
村
の
手
書

き
に
よ
り
残
さ
れ
て
い
る
。

挿図 2　東京芸術柱展 招待状ほか
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五
五

前
衛
美
術
会
総
会
（
一
九
六
五
年
七
月
四
日
）
ノ
ー
ト
一
〇
頁

　

東
京
芸
術
柱
展
の
開
催
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
前
衛
美
術
会
の
総
会
の
記
録
で
、
出
席
者
は
太

田
昇
、
宮
城
泰
介
、
晴
山
英
、
岡
美
行
、
山
下
宏
、
近
藤
文
雄
、
山
下
菊
二
、
山
田
宏
修
、
中
村

宏
、
斉
藤
晃
司
、
井
手
則
雄
の
一
一
名
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
織
田
達
朗
、
立
石
紘
一
、
市
毛

富
美
子
、池
田
龍
雄
の
四
名
、こ
の
ほ
か
の
「
委
任
状
」
と
し
て
大
塚
睦
、入
江
比
呂
、前
田
杜
士
、

中
山
正
、
町
田
光
子
、
小
粥
智
夫
、
長
尾
祥
子
の
七
名
。
総
会
で
は
一
般
報
告
、
会
計
報
告
が
行

わ
れ
、
委
員
会
改
選
、
桂
川
寛
退
会
が
承
認
さ
れ
、
立
石
紘
一
や
奥
田
善
己
ら
が
会
員
推
薦
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
次
の
年
（
一
九
六
六
年
）
の
定
期
展
に
対
す
る
意
見
も
募
り
、
そ
の
名
称
、
展
覧

会
形
式
と
し
て
「
東
京
芸
術
物
体
展　

立
体
に
統
一
す
る
」「
集
団
個
展　

コ
マ
割
り
に
し
て
個

人
に
か
し
出
す
」「
芸
術
箱
」「
芸
術
博
覧
会
」「
芸
術
公
園
」「
芸
術
庭
」
な
ど
と
記
さ
れ
、
そ
の

ア
イ
デ
ア
が
窺
え
る
。

第
一
回
委
員
会
（
同
年
八
月
三
〇
日
）
ノ
ー
ト
一
一
頁　

　

出
席
者
は
岡
美
行
、
山
下
宏
、
小
粥
智
夫
、
中
村
宏
の
四
名
。
こ
こ
で
は
、
次
の
年
の
展
覧
会

名
称
を
「
東
京
芸
術
会
議
展
（
仮
）」
と
し
て
、
そ
の
計
画
に
つ
い
て
、
展
示
会
場
構
成
、
作
品

展
示
方
法
、
広
報
に
つ
い
て
な
ど
、
前
回
の
総
会
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
具
体
的
に
議
論
さ

れ
た
様
子
が
手
書
き
の
図
も
用
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

第
一
回
総
会
議
事
録
の
あ
と
の
メ
モ　

ノ
ー
ト
一
七
頁
～
二
〇
頁

　

ま
た
先
日
の
よ
う
に
、
前
衛
美
術
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
異
動
に
象
徴
さ
れ
る
、
同
会
の
変
質

を
あ
ら
わ
す
記
録
を
紹
介
す
る
。
こ
の
記
録
は
記
載
日
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
が
第
一
回

総
会
（
一
九
六
五
年
九
月
二
五
日
）
と
委
員
会
（
同
年
一
二
月
一
八
日
）
の
間
に
あ
り
、
こ
の
期
間

に
中
村
に
よ
り
書
か
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
前
衛
美
術
会
の
綱
領
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
（
挿

図
3
）。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
中
村
宏
氏
作
成
ノ
ー
ト
の
東
京
芸
術
柱
展
関
連
資
料
は
以
下
の
も
の
が
あ

る
（
（
（

。

　

東
京
芸
術
柱
展
参
加
証
（
六
・
〇
㎝
×
九
・
〇
㎝
）
二
枚
（
う
ち
一
枚
は
中
村
宏
署
名
入
）

　

東
京
芸
術
柱
展
入
場
券
（
六
・
〇
㎝
×
一
八
・
一
㎝
）
二
枚

　

織
田
達
朗「
東
京
芸
術
柱
と
は
何
か
」『
日
本
読
書
新
聞
』一
九
六
五
年
七
月
二
六
日
付
、二
点（
う

　

ち
一
件
切
抜
）

　
　
　

三
、
観
光
芸
術
研
究
所
に
つ
い
て

　

観
光
芸
術
研
究
所
は
、
一
九
六
四
年
に
中
村
と
立
石
紘
一
に
よ
り
結
成
さ
れ
、
一
九
六
六
年
ま

で
二
年
あ
ま
り
活
動
し
た
グ
ル
ー
プ
で
、
同
時
期
の
反
芸
術
活
動
が
絵
画
・
彫
刻
と
い
っ
た
従
来

の
美
術
の
形
式
に
反
抗
す
る
表
現
を
行
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
あ
え
て
絵
画
と
い
う
平
面
に
よ
る

表
現
活
動
に
こ
だ
わ
り
、「
見
る
」
と
い
う
視
覚
的
「
表
現
」
を
追
求
し
た
活
動
で
あ
っ
た
。
展

覧
会
開
催
、
街
頭
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
敢
行
、
テ
レ
ビ
出
演
な
ど
多
彩
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

挿図 3　前衛美術会総会記録
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美　

術　

研　

究　
　

四　

一　

五　

号

200

五
六

観
光
芸
術
多
摩
川
展
パ
ノ
ラ
マ
図（

（
（

　

三
六
・
四
㎝
×
二
五
・
七
㎝
（
一
八
・
二
㎝
×
二
五
・
七
、
二
枚
）。
観
光
芸
術
多
摩
川
展
は
、
同

グ
ル
ー
プ
の
第
一
回
展
と
し
て
、
日
野
駅
に
近
い
多
摩
川
河
川
敷
で
の
野
外
展
で
あ
る
。
こ
の
パ

ノ
ラ
マ
図
は
、
野
外
展
の
後
、
中
村
と
立
石
が
記
憶
を
元
に
共
同
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
題
材
と
し
た
映
像
作
品
「D

as K
apital

」
を
、
中
村
が
作
成
し
て
い
る
が
、
こ
こ

に
写
さ
れ
た
会
場
の
様
子
と
照
合
し
て
も
相
違
が
見
当
た
ら
ず
、
正
確
な
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「D

as K
apital

」
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
た
と
え
ば
、
立
石
制
作
の
富

士
山
の
カ
キ
ワ
リ
の
大
き
さ
や
素
材
な
ど
設
置
さ
れ
た
オ
ブ
ジ
ェ
の
個
々
の
情
報
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
の
会
場
構
成
、
来
場
者
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
、中
村
宏
氏
作
成
ノ
ー
ト
の
観
光
芸
術
研
究
所
関
連
資
料
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

中
村
宏
宛
立
石
紘
一
書
簡
（
一
九
六
六
年
六
月
三
〇
日
付
前
衛
美
術
会
退
会
届
、
消
印
は
七
月
一

日
、
一
〇
・
〇
㎝
×
一
四
・
八
㎝
）

　

以
上
が
、
本
稿
で
紹
介
す
る
、
東
京
芸
術
柱
展
、
観
光
芸
術
研
究
所
に
関
す
る
資
料
で
あ
る
。

ノ
ー
ト
に
は
、
こ
の
資
料
の
ほ
か
に
も
前
衛
美
術
会
主
催
研
究
会
「
芸
術
と
革
命
の
研
究
会
」、

前
衛
美
術
会
の
定
期
展
（
東
京
芸
術
会
議
展
、
集
団
個
展
な
ど
）、
前
衛
美
術
会
の
後
身
「
齣
展
」

の
萌
芽
と
な
る
動
向
、
あ
る
い
は
同
会
に
関
連
し
た
人
物
周
辺
の
で
き
ご
と
を
検
証
す
る
研
究
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

註（
1
）　
「
入
場
者
数　

四
〇
三
名
」
は
、「
７
月
の
展
覧
会
開
催
状
況
」（『〔
東
京
都
美
術
館
〕
美
術
館

ニ
ュ
ー
ス
』
第
一
七
五
号
、一
九
六
五
年
八
月
、七
頁
）
に
拠
る
。
本
稿
で
紹
介
し
た
ノ
ー
ト
に
は
、

東
京
都
美
術
館
へ
の
報
告
書
提
出
の
た
め
の
下
書
き
と
思
わ
れ
る
記
録
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
入

場
者　

三
四
七
名
」
と
あ
る
。

（
2
）　

こ
の
展
覧
会
を
紹
介
し
た
記
事
は
、
織
田
達
朗
「
東
京
芸
術
柱
展
と
は
何
か
」（『
日
本
読
書
新

聞
』
一
九
六
五
年
七
月
二
六
日
、
第
八
面
）、
中
村
宏
「
タ
ブ
ロ
オ
で
作
っ
た
柱　

東
京
芸
術
柱
展
」

（『
美
術
手
帖
』
第
二
五
九
号
、
一
九
六
五
年
九
月
、
六
四
頁
、
手
帖
通
信　

絵
画
）、
織
田
達
朗
「
も

う
ひ
と
つ
の
〈
民
俗
〉
そ
の
3　

東
京
芸
術
柱
展
」（『
美
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
五
五
号
、
一
九
六

五
年
九
月
、
一
八
～
二
一
頁
）
が
あ
る
。

（
3
）　

第
四
三
回
齣
展
（
二
〇
一
四
年
八
月
二
一
日
～
三
一
日
、
東
京
都
美
術
館
）
の
会
場
に
歴
史
史

料
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、「
偕か

い

設
計
事
務
所
に
よ
る
芸
術
柱
図
面
」、「
東
京
芸
術
柱
展
ポ
ス
タ
ー
」

が
展
示
さ
れ
た
。
ま
た
中
村
宏
、
星
野
勝
成
、
森
川
宗
則
『
齣
展
考
�
鼎
談
と
資
料
集
』（
編
集
：

通
底
プ
ロ
、
二
〇
一
四
年
八
月
）
に
は
、
芸
術
柱
図
面
が
収
録
さ
れ
た
。

（
4
）　
「
観
光
芸
術
多
摩
川
展
パ
ノ
ラ
マ
図
」
は
、「
多
摩
川
で
／
多
摩
川
か
ら
、
ア
ー
ト
す
る
」
展
カ

タ
ロ
グ
（
府
中
市
美
術
館
、
二
〇
〇
九
年
九
月
）
の
目
次
ペ
ー
ジ
に
収
録
さ
れ
、
そ
の
存
在
は
知

ら
れ
て
い
る
。

（
き
っ
か
わ 

ひ
で
き
・
企
画
情
報
部
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
フ
ェ
ロ
ー
）
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